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讃岐山脈西部の“中央構造線”

中゜川 典

（昭和39年9月28日受理）

“ Mcdian　Tectonic　Line，，　in　the　Western　Part　of

the　sanuki　Mountain－range，　shikoku，　Japan

●

by

Tsukasa　NAKAGAwA

ABsTRAcT：On　the　geology　of　Japan，　the“Median　Tectonic　Line”is　one　of　the　most　impor・

tant　and　complicated　faults　and，　thercfore，　it．　has　been　studied　from　various　points　by　a　num・

ber　of　authors　such　as　YABE（1915），　YEHARA（1936，37），　KoBAyAsHr（1941）and　others．　Now，

it　is　belicved　that　this　tectonic　line　might　have　been　created　by　various　modes　of　displacement

happened　at　several　times．　In　Shikoku，　it　runs　longitudinally　along　the　boundary　between　the

Izumi　group　of　the　lnner　Zone　and　the　Sambagawa　crystalline　sbhist　of　the　Outer　Zone．

　　In　this　district，　the“Median　Tectonic　Line，，　can　be　divided　into　the　following　three　phases　：

　　　1．Pre－Sh6budani　Kawataki　Phase（thrust　Fault）

　　　2．　Pre－Sh6budani　Ikeda　Phase（reverse　Fault）

　　　3．　Late　Pleistocene　Sh6budani　Phase（thrust　Fault）

　　The丘rst　and　the　third　phase　of　the“Median　Tectonic　Line”are　well　developed　and　recog・

11izcd　in　the　western　and　the　eastem　part　of　the　district，　respectively．　On　the　other　hand，　in

the　central　part　the　second　alld　the　third　one　arc　alternated　horizontally　with　each　other　at

the　distanceof　about　2．5　km　in　elongation．

　　The　former　two　of　the“Median　Tectonic　Line”are　distinctly　covered　by　the　Pleistocene

fbrmation，　but　the　latest　one　is　represented　by　a　thrust　fault　in　some　places　where　the　Izumi

gro叩or　the　Sambagawa　crystalline　schist　thrusts　up　on　the　Pleistocene　bed　with　a　distinct

fault　plane　having　N75°E士strike　and　N20°－30°dip．　Thc　first　one五s　a　thrust　fault　and　its

plane　is　N　80°Eand　S　40°－44°，　but　they　are　N　75°－85°E　and　N　60°－80°in　the　second．

　　In　the　district，　we　can　also　see　the　following　two　typcs　of　west　side　down　NNW－SSE　faults

which　cut　off　the“Median　Tectonic　Line”：

　　Pre．Sh6budani　Phase

　　Post　Late　Pleistocene　Sh6budani　Phase

　　The　former　was　formed　in　the　later　stage　of　the　Pre・Sh6budani　phase’s“Median　Tectonic

Line”，　and　is　covered　by　the　Pleistocene　bed．　While，　the　latter　cuts　off　the“Median　Tectonic

Line，，　at　the　Sh6budani　phase．　These　faults　might　have　been　due　to　the　block　movements　of

the　Sanuki　mountain．

　Judging　from　thc　geological　map　of　the　district　and　the　nature　of　NNw－SSE　faults，　it　is　de・

emed　that　the　original‘‘Median　Tectonic　Line”must　be　represented　by　a　thrust　fault　from

the　south　side．　In　this　respect，　the“Median　Tectonic　Linc”at　the　Kawataki　phase　may　be　the

most　oldest．

　　Pleistocene　f（）rmation　can　be　divided　into　two　members　called　lower　and　upper　gravel　beds．

The　older　or　former　is　characterized　by　the　presence　of　wcll　sorted　pebbles　derived　from　the

Sambagawa　crystalline　schist　region，　but　they　are　abscnt　in　the　latter．　From　the　lower　mem・

ber，　numerous　plant　remains　were　collected　and　thcy　are　probably　assgined　to‘‘Middle　or
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Uppcr　Plcistocene，，　in　agc．　It　seems　thaちthc　changc　of　the　Pleistocenc　litho・facics　was　influ・

enced　by　thc　movcment　of　thc“Median　Tectonic　Line”at　thc　Sh6budani　phase．
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1　ま　　え　　が　　き

　地質学上，西南日木を内・外両帯にわかつCC中央構造線，’は，四国の北部においては，和

泉層群と三波川結品片岩類との境界部をほぼ來西に走り，これが数次にわたって活動し，西

布日木の地質構造を論ずるのに皿要であるため，多くの人々により研究されている。

　ここに報告する地域は，讃岐山脈（ときに阿讃山脈ともいう）の西部に位置し，その地質

については，江原真伍（1936，37），中川衷三（1961）などにより研究されたことがあり，
q曜

中央構造線”の問題については，今村外治・中野光雄・燐本昇海（1949），匡11野光雄・今

村外治（1951），矢部長克。尾崎醇（1961），中野光雄　（1963），中川典・sli野光雄（1964a

－ b），中川典（1964）等の研究がある。また地形学的には，辻村太郎　（1924）の璽2西南日

本中央線の地形的意義”や，高桑糺（1963）のq曜阿讃山地のPitching　r伽lil隆に関する地形

学的研究”の興味ある研究がある。策者はこれらのかたがたの研究をもととして，数年前よ

り，四国束部のcc中央構造線”の活助の性格や，造構造運動の地史学的郷明を目的として地

質調査に従事した。その結果，すでに古野川北岸ぞいに，2回の運動形式のことなるCt中央

構造線，，の活動があったことを報告した（中川典・rli野光雄1964　a－b，中川典1964）。さ

らにその後，調査地域を拡大しCC中央構造線”の活動の性格の解析につとめたところ，巡動

形式と活動時期のことなる，少くとも3回一川沌・池田・工∫蒲谷の3時階一，の璽曾中央構造

線”の活動があり，さらにこれらの璽馨中央構造線”を切断する，新旧2種のNNW－SSE系

の断層群があり，中央地域ではこの断層群によって切られて，池田時階と1雪蒲谷時階のもの

とが，その延長距離約2．5kmおきに交互にくり返して発達することや，植物遺体により砂

礫層の時代が中～上部洪積世に属する富実などが判明したので，一応これまでに得た那実を

報告し諸賢の御批判を仰ぎたい。

　この研究をなすにあたり，終始御指導を頂いた広島大学の今村外治教授に心より感謝の意

を衷する。また直接・悶接に御指導，御助言を頂いた徳島大学の中川衷三・須鎗和巳の両博

士，広島大学の中野光雄博士，大阪市立大学の三木茂教授，その他のかたがたに深謝する。

なお，この研究にいろいろと便宣をあたえて下さった徳島県立城北高簿学校長千眼智見氏，

徳島県立城束高等学校長久木武夫氏，池田町の中川勝利氏，その他の多くのかたがたに感謝

する。
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II地形および地質の概要

　本地域の北部には，和泉層群からなる讃岐山脈が東西につらなり，南方にはCC中央構造

線”をさかいとし，三波川結晶片岩類よりなる急峻な四国山脈がある。両者の中間の低地の

徳島県側では，吉野川の本流およびその支流の馬路川が束流し，西部の愛媛県側では，境目

峠を分水嶺として金生川が西流し，燧灘にそそぐ。これらの河川の流域には，洪積世の段丘

礫層の好分布が見られるが，上記古期岩層を開析する沖積平野の発達はいちぢるしくない。

　調査地域南部の結品片岩類は，緑色片岩類でときに黒色片岩・砂岩片岩・絹雲母片岩を挾

み，小島丈児ら（1956）の三縄層の一部に相当する。cc中央構造線”に近接する部分でのこ

れらの岩石は，多くの場合破砕されているが，一般にその走向・傾斜はN60°～75°W，　N

30°～40°である。

　和泉層群は，主として砂岩・頁岩の互層で，ときに凝灰岩質頁岩および礫岩の薄層を挾み，

その走向は調査地域内では，一般にN75°E，傾斜はN35°～65°を示すが，　q沖央構造線”の

付近では擾乱がいちじるしい。

　本地域内を東流する吉野川本流や，支流の馬路川ならびに，西流する金生川の流域には洪

積世の礫層があり，古期岩層をほぼ水平に被覆するが，これらの礫層はときに和泉層群によ

り，衝上を受けて，20°～40°の傾斜を示すこともある。この礫層はその構成物質により，結

晶片岩礫を含む下部礫層（または下部洪積層）と，それを全く含まない上部礫層（上部洪積

層）とに分けることが出来る。下部礫層はときに砂・粘土の薄層を挾む地層で，層厚は40m

以上である。本礫層を構成する礫は，一般に径数cmの円または亜円礫で，かなりよく陶汰

された結品片岩類および和泉層群のものであるが，西方の金生川流域では，和泉層群から由

来した物質はほとんど認められない。東方の馬路川の流域からは，つぎのような植物遺体が

産出し，三木茂によればその地質時代は中～上部洪積世である。

Stツrax　jaPo7iica

∫．eb4∬ノ4

11ex‘oア〃〃”ta

TSttga　d｝veT　slf。乳を轟

P／cea　max／MeWiCZii

（峰　友）

（有安口）

（有安口）

（有安口）

（峰　友）

　C加〃？aeCNParis　obt〃∫4（有安口）

　上部礫層は和泉層群からの供給物質よりなり，結晶片岩類の礫は全く含まず，その層厚は

70m以下と推定される。本層は池田町新山および板野に好露出があり，その付近では，下位

より3段目の段丘面以上に分布・発達し，その礫は，一一般に径数cm～10数cmの陶汰不良

な角～亜角礫である。これらの礫は，和泉層群から由来した砂粒により充旗され，礫の風化

もほとんど進んでいない。本層はとくに偽層にとみ，しばしば角礫をそのまま押し流したよ

うな異常堆積があり，扇状地性の堆積物のようである。

　上記の礫層は岩相上，中川・中野（1964a）の芝坐礫層および勢力礫層に，また東明ら

（1963）や須鎗ら（1964）の切戸礫層，ならびに馬場礫層と土柱礫層を併せたもの，に対比

出来よう。



7∞
m

40
0m

　
O

第
1図

二
L露

　
　
頭
二
二
の
　
　
位
　
　
置

t

し G

壷
謎
＿
＿

拳
　

　
　
　
1・

’

80
（
迦

4
0（

迦

　
o

　
　

　
F

　
　

　
　

「
8
00

皿

！
’

、
1

　
　

　
　

←
4
00

皿

　
　

　
Io

／
B

．
．

W
＼

＼

　
　
　
　

　
　
　
　
E　

　
　
　

町
匝
壁

．
蝉

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

固
ll

　
・

’
・

・
i・

・
L｝

t・
　

if
i層

固
ド

鰍
積

層
§

懸
和

泉
層
群

　
IZ
ZZ
I結

晶
片

岩
類

　
　
　
じ

兜
～
」
1轡

　
　

囚
儒

灘
裟

日
耀

；
搬

圏
離

環
［
s
断
罵

　
　
　
第
2図

　
　

讃
岐

山
脈

西
部

の
地

質
図

お
よ

び
地

質
断

面
図

2 4 2 三 藩



讃岐山脈西部のtc中央構造線” 243

皿　地　　質　　構　　造

　本地域内で観察されるおもな断層は，

のものである。

坤央構造線”およびそれを切るNNW－SSE方向

A　電沖央構造線”

　te中央構造線”の迎動形式やその活動時期については，江原真伍　（1936，37，53）・大塚

彌之助（1935，52），小林貞一（1941），藤本治義ら（1953），矢部長克（1915，1959a－b・

1960），矢部長克・尾崎博（1961），永井浩三（1954，58）らにより論述されているように・

それが数次にわたり活動し，その運動にともない，しばしば鹿塩「ミロナイト」およびそれ

に類似の岩石が付随する事実が認められている。

　本地域内においてもあきらかに，その活動の時期と，形式において性格のことなる3時階

の“C中央構造線”があるが，鹿塩「ミロナイト」状の岩石の分布は認められず，断層粘土や

断層角礫をともなう断層破砕帯（20m±）として現われている。これら性格のことなるq沖

央構造線”は一定の区間ごとに発達しているので，つぎのように区分して記述する。

－
I
2
O
り
4
u
リ
ハ
0

　上述の白地・佐野東部・境目峠の3区では，

線’，の発達がいちじるしいが，

は認められずq沖央構造線”は洪積世の礫層堆積前一先菖蒲谷時階一一ec活動した逆断層性，

のものである。これらの性格のことなる2っのcc中央構造線”はその延長方向に2・5km間

隔（白地地区はほぼ2．5km×2の距離があるが）で交互にくりかえして分布・発達してい

る。しかしながら，最西端の川溌地区に発達するものは前2者とその性格がことなり，で沖

央構造線”の活動形式は南方に分布する結晶片岩類が北部の和泉層群上への高角衝上として

表現されている。

白地地区……菖蒲谷時階く沖央構造線”

馬路地区……池田時階喝沖央構造線”

佐野東部地区……菖蒲谷時階q沖央構造線”

佐野西部地区……池田時階CC中央構造線”

境目峠地区……菖蒲谷時階CC中央構造線

川海地区……川俺時階璽沖央構造線”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北方より衝上する菖蒲谷時階ので沖央構造

　　　　　　　　　　　これにはんし，馬路・佐野西部地区では，菖蒲谷時階のもの

　1．　白地地区のcc中央構造線”

　池田町池南の新池より新山をへて西方の同町馬路深川谷にいたる約5km問に発達する
t「 中央構造線”は，中野ら（1951）により指摘されたように，25°～35°の傾斜で北方に分布

する和泉層群が，その南部に発達する礫層上，またはその基盤の結品片岩上へ押し上げた衝

上断層として表現されている。すでに讃岐lll脈中部南麓において，筆者ら（1964a）が指摘

したように，白地地区の一部には，逆断屑形式の先ア∫蒲谷時階の延長も存在し，衝上性の菖

蒲谷時階のものによって切断されている。以下おもな露頭について略述する。

　a．池田町板野から同町新山に登る林道のLoc．1（高度約150m）には，すでに中野

（1963，P．5）により指摘されたように，洪積層に被覆される旧期t“中央構造線”の破砕帯
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がド部礫層上に衝上している好露出がある，旧期C？中央構造線”破砕帯部分はかなり風化が

すすみ，南側の結品片岩1塚｛は10mにわたって破砕され，和泉層群は巾2mにわたり断層角

礫化し，その走向・傾斜はほぼN85°E，　N80Qである。このIH期““中央構造線”破砕帯の

約5m直ドには，　N75°E，　N20°～30°の衝動面をもって，下部礫層上に衝上する新期くe中

央構造線”がある。洪積層に被覆され，菖蒲谷時階の“c中央構造線”に切られるこの逆断層

（N80’～85°E，　N60°～80°）性のcぐ中央構造線”を，以ド，池田時階の坤央構造線”と

称する，

Photo．1．池川町板野（Loc．1）における池田時階と菖蒲谷時階の噌沖央構造線”

　説　明　c．　下部洪積層　L　和泉層詳　S・結晶片岩類
　　　　NF．菖蒲谷時階のce中央構造線”（走向N75°E，傾斜N25°～30°）

　　　　OF．池川時階ので㍉1映構造線”（走向N85°E，傾斜N80）

　　　　　　　　　　，　　　　　　　・　・瀞・・，．　　『

　　　　　　Phot（》．2．　iUi　i　I　llll」°千反野f　（L（）c．1）　1こ才∫1ナる”1・浮1il－fill．S’1｝皆σ）　e’lliリ、とlll㌧」宣糸泉”　（Photo・　1・

　　　　　　　　　O）・部拡ノ〈）

　　　　　　，；；色　1男　C．　’ド部洪和雪1層　　S・　糸ill晶片岩類

　　　　　　　　　NF．　菖蒲谷時階のt∩中央｝llll造線”

　　　　　　はくち
　b．池川町1’1地，住jli神社忠霊J・M！ノ∫のLoc．2では，北ノ∫の和泉層群がド部礫層Lに衝

上している。本地点での和泉層群は，いちぢるしく破li’s“され，角礫となっている。これには
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んし，礫層の部分はほとんど破砕されず，わつかに礫問の充旗物質が，粘止状に変化してい

る。礫は和泉層群および結晶片岩の中礫からなり，ほとんど風化していない。この地点より

300m西方の馬谷の東岸では，青色粘土をはさむ下部礫層上に，和泉層群が衝上している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいがへせき
さらにその100m北ノ∫の和泉層群分布地域内には吸岩イfと称する奇器があり，ほぼN85°Eの

方向で東西にのびている。これが中野ら（1951）のいうc“白地衝上”である。

Photo・3・池川町白地，住吉神神忠霊塔付近の菖蒲谷時階の？？中央構造線”（白地衝上）

　　　　説　明　c・　下部洪積層　1・和泉層群

　　　　　　　S．結晶片岩類
　　　　　　NF．　菖蒲谷時階のc“中央構造線”

　　　　　　　×　印は板野（Loc・1）の筥蒲谷時階の““中央構造線”

　c．でYI地衝上”を西に追跡すると，井の久保南ノ」のLoc．3（高度約160m）では，和泉

Jsvi群の破砕帯（走向N80°E，傾斜N30うが巾30m，長さ50mにわたって露出し，直下の馬

路川の両岸には結lll量1片岩類が露出している。両者の接触部は直接には観察出来ないが，この

地点ではド部礫層を欠除し，糸lli晶片岩類hに［1’f：接，和泉層群が衝Lしている。

　d．馬路，一一藤の9（　200mのLoc．4では，和泉層群の破砕帯が長さ30m，高さ10mにわ

たって分布し，その直ドに結晶片岩礫をもつ礫層が露出している。

　e．馬路，一藤の北方100mのLoc．5（深川谷の両岸）には，　ド部礫層中の黄褐～灰褐色

の粘．L層が20mにわたって露川し，その約10m北側に和泉層群の破砕帯が巾およそ10mにわ

たって露出している。破砕帯の走向はN80°E，傾斜はN35°である。

2．　馬路地区のでC中央構造線”

　馬路深川谷より約2．5km西ノ∫の佐馬地峰友までは，地形が比較的急峻で，馬路川の侵蝕

により，洪積層の大部分はけづられ，わつかに植物遺体を産出する粘L層が，上馬路，堂久

保の諸処に散点約に分布する、、

　この地区内は，池川時階のCC中央構造線”が発達しており，菖蒲谷時階のものは認められ

ない。また池田時階の¢㍉1映構造線”は，ほぼ一定の間隔（800～1，000m）で，　NNW－SSE
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系o）断層によりUJ断せられ，水・卜距離で15（，11、内外o）つれを生じている、
，　　　k　　　・　　’一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・・J　．；．＿，

　　a．Loc．5のl」Li／i，…藤部落山r側o）L（，c．6には結晶片宕類が分布し，そo）北側約201n

o）地点に和泉層群の破砕帯があり，その走向はN80’E±，傾斜はN70：である，さらにこれ

より約800m西ノio）1｛i宮に通ずる道の分岐点の国道北側には，和泉層群の破砕帯が露出し，

そ0）南0）馬路川i｛∫岸に結品片岩類が露出している

　　1）．馬路境宮神｝生・狂側α）Loc．7aには，緑色片岩が露1i口．り神社西側の谷1；，髭（Loc．7b）に

は，和泉層群の破砕帯が巾20mにわたって露出している　破砕帯の走ir1J・傾斜はほぼN

85E，　N75である．．

　　c．　Loc．7bの南ノ∫約30（）mo）馬路川南ll～（Loc．8）には、　和泉層群と糸、1セ色片岩とu）接1独部

が露出している　和泉層群o）破ll’！し帯はおよそ巾6mで，径2～3cmの黒色角礫fヒし，結晶

片岩類o）破砕・吊；は灰緑色、　径数c1110）偏・回ノこの角礫状になり，　巾5mにわたって露出してい

る　破砕帯o），LirlJ・佃斜はN85．E，　N　75　Jlrである

f／1－i　工jlj：　i1工　i”t　l；　」LL≧　L≦二　（ノノ）　　　ρ゜　I　I　T　tノと　イ・1㌦lj　j壷　zl”［1と，，‘，

t）．

　　馬路ヒ組から佐！！j：浴川までの約2．5km問には，1’届ll谷時階のぐM1央構造線”の発達が

いちぢるしい

　　a．馬路峰々ilLiノ∫3（）Omのf／1｛野瀬戸谷のLoc．9では，池H時階の¶1央構造線”の破砕

帯をド部礫層が不整合に被覆し，さらにそれらの上に和泉層群が衝上している、この占い破

砕帯は，1’J・灰色縞状粘i：を挾み，その・tli’，J・傾斜はN85　E，　N80°である。また和泉層群の

衝動面け，N85’E，　N25”であるt、

Plloto．4．

説

　池田町佐野溺i戸谷　（L（，c．9）にお1ナる池田時階とll”li蒲谷時階0）
？ぐ

中りt構造線””

1リj　　（：．　　　『卜‘ゴ臼3’」七1；，it　lsYi　　　I．　　　不口；k」ビ♂1君Yl

　　　　S．　結晶片岩類（，t向N85」E，傾斜N80，池川時階0）ce中央十萬造

　　　　　　　線”により破砕されている）

　　　　u．　不整合

　　NF．　菖蒲谷時階0）　e“中央構造線”
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本⊥齢より約50m西・）㍑訓・）北岸で1．k池Bl曙；1・二し・）c’・【・畑槌線”le芝li’滞1紛が口1：ll礫

川・・）刷城体を産する黒r施網：1〆H：に衝Lする働・幅・）1urll・鰭1｝はN80’E・N30’

である

　　　　　　　　　　　　　Ph。t。．5．池1川ff1、野，！・lu浴・痢50111ilLlにお：P5池田剛；｛￥と、1隔1浴時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　階のef中リミ描」逃線qり

　　　　　　　　　　　　　説　明　c．　卜部洪積層　　L　不口泉層群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．　結晶片‘t‘　1－　v：i’！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NF，　　，凸f罰1∫7詳H与F皆L，）　e’1いi／C打llガ造糸巧ビ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）1is．　　　　　i也i　｛　I　H学iil・Y　し！　）　　e°t　l　l　V之イ・1㌔～3義Sf」it－’

b．1111野・Ili組の1・Liノ∫・）L・c．10では，1・’1，”二に礫層があり・その【k：ヒ約10mに不II劇醐1

が分rllし、いちぢるLく破砕されている　さらに北方o）高度約280mf・1”近には・和泉層群を

イく轄合に破覆し、ド部礫層が分布する、

　　c．　佐野小学校のi，4！　120mの三谷川の14（壁　（Loc・11・ll『ll度約240m）　には，主として結品

片？1の”1礫より之ジ3ド部礫層ヒに種1ヒする和泉層群の々∫露出がある　和劇“｝群はll馴略れて

lrl礫1：なりラN85．’E，　N30’の衝動面をイfしている　またこれより北ノ∫o）高度約2901n　o）地

点にll、ド部礫層が散点的に分（1iし，和泉刷洋を不盤合に覆っている

　　4．　　f／1｛型ユ㍉1しii’il3　J・tlL区しノ）　ぐ㍉　iリ、と十畠」古辛1｝1磐

1ノ，1胴、轍よ1）lll揃・r脈で岬J　2．5kmr鵬ほ（l／’　N8・E／iihJでIlf〔iti－1状・）深い谷間カミき

ざまれ，そ0）南北lll・」側にlllllllllll片岩類と，和泉層群が分布し・後占はいちぢるしく破砕されて

いる　破砕帯o）ノ∫　1　i’，jはN70～851E，　N60．1～80”のものが多く，池川時i；皆のぐ「中央構造線”

が発辻するも0）のようである、

　　5．　境目峠地区のぐ’川央構造糸lll”

　　境目川、より東ノjでは，“’中央描造線”は讃lli芝山脈と四iqlll脈との境1ノドをほぼ東西に走るが・

これにはんし境ll　1“　llよりIJLiノ∫では，急峻な四国111脈の北縁をよぎる、

　　境目川：－1・j・近より1・Jしiノ∫0）川之江iMllJ場までの約2．5kmには，1ド、蒲谷時階のぐ’lll央構造線”

が発達している．I

　　a．　境目川、南ノ∫約501110）Loc．12では，よくFj磨された結llllll片岩llflo）巨礫を（’“1む礫層が・

基盤の結晶パ岩類を不整合に被覆しており，その直Lに破砕された和泉層群が露昌1し，あき
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らかに北）Sから和泉層群が押し上げている。破砕帯の走向・傾余こ1はほぼN80°E，　N30°であ

る，，

　b．　愛媛県川之江llflii滝町久保の内のLoc．13（高度約360m）では，和泉層群の破砕帯

が巾約20mにわたって分布し，その直ドに結晶片71類が露出している。破砕帯の走向・傾余・｝

はほぼN85°E，　N40°である。

　6．　　川滝」也区（ノ）VIII央季簿」宣糾と”

　川之江ll∫川滝田1’的場より，同町尾川・ilijtQ・西山を経て，同llf金川il！∫・iろ山にいたる約

5km川に発達する“’中央構造線”は，前述の池川・t”｛蒲谷両il芋階のものとは，その性格を

ことに1．，南ノ∫に分布する結晶片岩類が，北部の和泉層群上へ押し」：，げた高角度の衝1：．断層

として表現されており，ところによっては，洪積層により被覆されている。以’ドおもな露頭

について略述するt、

　a．　川之江市川滝lll　J’川尾の西約150mのLoc．14（高度220m）ではIIJ10mにわたって結晶

片岩類の破砕帯があり，そのドノ∫には和泉層群0）破｛i乍帯が分布し，それらの走向・傾斜はと

もにほぼN80°E，　S40°であるt，

　b．　同町椿堂より中通にいたる道路上のL（》c．15（高度約180m）では，矢部・尾崎（1961）

の報告のように，南部に発達する黒色片岩が，北ノiに分布する和泉層群1：へN80°E，　S40°

の衝L面をもって衝Lしている、，こo）衝動面に沿い，巾50cm±の珪長岩（Felsite）のL’t’入

牙｝体がff：　（Eする、、これを中野（1963，　P．5）提唱のように，川流時階の「t中央構造線”と称

する。

　c．　川之江lh金川町・白hのLoc．16（高度約200m）では，巾30m以hにわたって結晶片

Photo．6．川之江市掩lli∫中通（Loc・15）における川滝時階の？c中央構造線”

説　明　1．　和泉層群　　S．　黒色片岩

　　　　R．珪長岩
　　　　F．川滝時階のtt中央構造線”
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岩類と和泉層群が破砕され，破砕帯の走向・傾斜はほぼN80°E，　S40°である。

Photo．7．川之江ll∫金田町・｝ろ山（Loc・16）における川1奄時階のc“中央構造線”

　説　明　1．　和泉層群　　S・　黒色片特

　　　　F．川俺時階の？ぐ中央描造線”

BNNW－SSEノ」向の断層1洋

調査地域内には地質図に示されるように，ce中央構造線”を切るNNW－SSE方向の断層

が多数存在し，それらのうちには，地質図に示されているように，菖蒲谷時階のくc中央構造

線”を切断するものと，洪積層に被覆されるものとがある。すなわち，あきらかに新旧2種

のNNW－－SSE方li，jの断層群がイ」｛在する。

IV　cc中央構造線”の活動時期について

　上述のように，本地域内には3形式のぐぜ中央構造線”があり，その活動の時期も洪積層の

存在により，洪積匿前と洪程1世後にわけられ，さらに前蓄は川滝時階と池田時階のものに細

分される。

　川滝時階の¶i央構造線”は，南部の結llllJl°岩類0）北ノiO）和泉層群上への衝上であり，池

田ll芋階のものは，筆者ら（1964a　b）により逆断層と推定されている。これらの活動の時期

については洪積層堆積ili∫であり，相1’1の時代関係については露頭で観察出来ない。しかしな

がらiii川衷三（1961）などによれば，本地域内に発達しぐcli映構造線”を切るNNW－SSE

方向の断層は，一大複lhJ斜構造をなす和泉層群をも切断する西落ちの断層であり，和泉層群

はこれらによってくりかえし切られるにもかかわらず，そo）分布は西にむかい次第にせばま

っている。これらの，1ゼ実を考慮すると，すでに中野（1963，P．5）により指摘されたように，

和泉層群堆積il書正後に活動したぐ㍉い央構造線”の性格は，南ノj（外帯側）から結品片岩類が北

方（内帯側）の和泉層群Lへ衝Lしたものと疹えざるを得ない、、このような観点に1’1二つ時，

その後に・Lじた性格のことなる池川時il÷￥o）ce　l　l　i　・JY・““i　jEi一線”（N80レE：均N60°～80　Q）は，す

でに＾1、三階ら（1964）によって推定されたように逆断層と疹えるべきであろう。したがって上

述のこと，ならびに既知の111：実により，川沌時階のe一中央構造線”1±白亜紀末～始新lll：前の

活動によって形成せられたものであろう、また池川時階のものは砥部時階（始絢i世後～中新
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世前）後に形成せられたものではないかと予想している。また前述のように本地域内での最

新ので沖央構造線”の活動は菖蒲谷時階のものであり，その形式は北方から南方への衝上で

ある。

V　構　造　発　達　史

　前記のように，本地域内に発達するcc中央構造線”には少くとも3回の活動時期があり，

その運動形式もことなる。また本構造線を切る新旧2種のNNW－SSE方向の断層群も存在

する。これらの運動の形式，ならびに時期について古いものから順に記すとつぎのようであ

る。

　1．　北部の和泉層群上へ南方の結晶片岩類の高角度衝上一川流時階のc沖央構造線”

　　　（白亜紀末～始新世前）

　2．段丘礫層堆積前に活動した逆断層性のもの一池田時階のぐ沖央構造線”（中新世後

　　　～洪積世前？）

　3．段丘礫層堆積前の1，2，を切るNNW－SSE方向の断層

　4．　北方の和泉層群が南方の洪積層上へ衝上一菖蒲谷時階のcc中央構線”（洪積世の礫

　　　層堆積後）

　5，4，を切るNNW－SSE方向の断層。
　本地域における川俺時階の曙沖央構造線”は，南方の結晶片岩類が北部の和泉層群上への

高角度衝上（N80°E，　S40°±）で，その後それに近接して生じた，走向N75°～85°E・傾

斜N60°～80°の逆断層性の池田時階のcc中央構造線”は，旧期の讃岐山脈の地塊運動（洪積

層堆積前）によるNNW－SSE方向の断層により切られ少しく変位し・洪積層によって被覆

されたが，洪積世末にいたり，N75°E，　N25°～30°の走向・傾斜を有する衝上性の菖蒲谷

時階のcc中央構造線”が，前2者に平行近接して形成され，それと同時に新期の讃岐山脈の

地塊運動により，ふたたびNNW－SSE方向の断層が活動した。

　本地域では，紀伊山地で，平山・岸本（1957，P・25）の指摘した，　ccかなりの巾をもって

平行に位置をことにして生じた”現象とはややことなり，たがいに性格のことなる3種の

壁沖央構造線”が，近接し，ほぼ東西にのびている。また菖蒲谷時階のものは，あきらかに

池田時階のものを切ってをり，東西両端地区をのぞき，両時階のCC中央構造線”はその延長

方向に約2．5kmの等間隔で，交互にくりかえして発達している。

　菖蒲谷時階のtc中央構造線”の転位量は，基盤の起伏などにも関係があるので容易に決定

出来ないが，菖蒲谷時階のCC中央構造線”をさかいとして，その南北両側に分布する下部礫

層より判断し，その垂直転位量は50m程度であろう。

VI結 論

　本地域に発達する洪積世の段丘礫層は，下位の結品片岩礫より構成される下部礫層（一部

砂層，粘土層を挾む）と，結品片岩礫を含まない上部礫層にわけられる。

　下部礫層は包含する植物遺体より，その時代は，中～上部洪積世であろう。
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　曾沖央構造線”は，運動形式・活動時期により，川溌・池田・菖蒲谷の3時階にわけられ

る。白亜紀末～始新世前に活動したと考えられる南から北方への高角度衝上の川流時階の
cc 中央構造線”は，その後に生じた逆断層　（N75°～85°E，　N60°～80°）の，池田時階の

tc中央構造線”とともに洪積層に被覆される。菖蒲谷時階の衝上性の璽沖央構造線”はこれ

らに平行で，近接して活動し，洪積層上に衝上した。その垂直転位量は，およそ50m程度で

あろう。以上3回のtC中央構造線”の活動により，巾10m以上の断層粘土・断層角礫よりな

る断層破砕帯が生成されたが，鹿塩「ミロナイト」およびその類似岩は存在しない。

　NNW－SSE方向の断層にも新旧2種のものがあり，新期のものは，菖蒲谷時階のce中央

構造線”をも切っている。

　本地域内では，東西の両端地区をのぞき，上記のNNW－SSE方向の断層に切られ，約

2．5kmの距離をもって，池田時階のcc中央構造線”（逆断層）と，菖蒲谷時階のcc中央構造

線”（衝上断層）とが交互にくりかえし発達している。
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